
 

 

 



 

講評 

１は小問集合。いずれも基本問題ですが、(2)の濃度計算で差がついたのではないでしょうか。 

２は熱化学と化学平衡に関する問題。(1)～(8)は頻出問題。(9)(10)はアンモニアを水に溶かすと体積は減少するの

で、この条件では解答不能です。 

３は無機化学。亜鉛、水銀の性質に関する問題。(1)(エ)の硫化水銀を昇華させたときの色や、(4)の水酸化亜鉛と水

酸化アルミニウムの塩基に対する溶解性が異なる理由は教科書ではあまり触れられていません。(5)は他にも、「測

定温度の範囲内で液体であること。」などが考えられます。(6)は「加熱により全ての亜鉛が酸化された。」とありま

すが、亜鉛の酸化数は+2 のままなので、この文章はいらなかったのではないでしょうか。 

４はエステルの基本問題。きちんと有機化学を勉強した受験生なら解けたのではないでしょうか。 

 

難易度は例年並みで、時間も十分にあるので、合格の基準となる得点は７割５分～８割程度になると思われます。 

 


